
 

深
刻
な
雇
用
情
勢

　

最
近
の
雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
全
国
的
に

有
効
求
人
倍
率
が
低
下
し
、
七
月
の
完
全
失

業
率
は
過
去
最
悪
の
五
％
の
大
台
に
達
す
る

な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

山
形
県
に
お
い
て
は
、
有
効
求
人
倍
率
が

全
国
水
準
以
上
の
ピ
ッ
チ
で
悪
化
し
て
き
て

お
り
、
雇
用
情
勢
は
一
段
と
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
（
表
１
）。

　

ま
た
、
倒
産
や
誘
致
企
業
の
撤
退
等
に
伴

う
事
業
者
都
合
に
よ
る
離
職
者
が
増
加
す
る

一
方
、
需
要
の
低
迷
、
先
行
き
に
対
す
る
不

透
明
感
か
ら
企
業
の
人
員
過
剰
感
は
強
ま
っ

て
き
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
雇
用
情
勢
が

続
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

本
県
就
業
構
造
の
課
題

　

雇
用
情
勢
の
悪
化
要
因
と
し
て
は
、
長
引

く
景
気
の
低
迷
に
加
え
、本
県
の
就
業
構
造
、

雇
用
環
境
の
構
造
的
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
の
本
県
の
就
業
構
造
は
、
電
気
機
械

製
造
業
や
建
設
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
こ
と

か
ら
、
海
外
経
済
や
公
共
投
資
の
動
向
と

い
っ
た
要
因
に
左
右
さ
れ
や
す
い
産
業
構
造

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
景
気
の
波
を
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雇
用
情
勢
の
悪
化
は
、
高
卒
予
定
者
の
就
職
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
高
卒
者

求
人
が
減
少
を
続
け
、
雇
用
機
会
が
縮
小
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
全
体
に
と
っ
て

も
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
地
域
活
力
の
向
上
と
将
来
を
担
う
人
材
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
以
上

の
求
人
規
模
の
縮
小
を
回
避
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
方
策
を
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

表１　有効求人倍率等の推移

　資料：山形労働局「労働市場月報」、厚生労働省「職業安定業務統計」、総務庁「労働力調査」

全　　　国山　　　形　　　県

完　　全
失 業 率

有効求人
倍　　率

有効求職者数有効求人数有効求人
倍　　率 前年比求職者数前年比求人数

％倍％％倍

3.20.634.5229,0594.4218,7180.95７年

3.40.704.6239,55911.6244,0871.02８年

3.40.720.0239,62315.2281,0821.17９年

4.10.5317.9282,527△ 22.7217,2740.7710年

4.70.487.0302,425△ 11.4192,5280.6411年

4.70.59△ 1.3298,57325.4241,4990.8112年

4.90.65△ 1.123,87411.118,8720.8213年１月

4.70.64△ 0.123,7836.819,2030.78２月

4.70.611.825,2420.520,1570.75３月

4.80.625.529,915△ 1.819,1310.72４月

4.90.6110.232,098△ 7.018,0060.69５月

4.90.6117.630,270△ 10.817,3880.62６月

5.00.6019.728,588△ 12.317,6620.60７月
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受
け
に
く
い
就
業
構
造
へ
の
変
革
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

製
造
業
に
お
い
て
は
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
第
一

次
産
業
が
衰
退
す
る
中
で
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
所

得
水
準
の
向
上
、
人
口
流
出
の
歯
止
め
策
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
工
業
団
地
の
造
成
と
積
極
的
な
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
多
く
の
雇
用
を
創
出
し
て

き
た
。
し
か
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、

労
働
集
約
的
な
生
産
工
程
は
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
へ

の
シ
フ
ト
が
加
速
し
て
お
り
、
誘
致
企
業
の
撤
退
や

事
業
規
模
を
縮
小
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
設
業
に
お
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
の

遅
れ
や
累
次
の
経
済
対
策
等
も
あ
っ
て
積
極
的
な
公

共
投
資
が
行
わ
れ
、
過
剰
と
な
っ
た
他
産
業
の
雇
用

を
吸
収
し
て
き
た
。
し
か
し
、
国
や
地
方
の
財
政
状

況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
公
共

工
事
を
増
や
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
雇
用

へ
の
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

労
働
力
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

構
造
的
な
要
因
と
し
て
は
、
ま
ず
人
材
の
量
的
な

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
求
人
倍
率
は
、
職
種

ご
と
に
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
も
の
の
、
大
部
分

の
職
種
に
お
い
て
、求
人
数
が
求
職
者
数
を
下
回
り
、

求
人
が
不
足
し
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
求
人

倍
率
が
高
い
職
種
は
、
営
業
系
職
種
の
他
、
設
計
や

Ｉ
Ｔ
関
連
等
、
主
に
専
門
職
・
技
術
職
で
あ
り
、
高

度
な
能
力
を
持
つ
専
門
的
な
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
。
一
方
、
事
務
・
管
理
職
等
、
必
要
な
能
力
・
ス

キ
ル
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

系
職
種
で
は
、
求
人
倍
率
が
低
く
、
求
職
者
数
が
求

人
数
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
材
の
質
的
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
あ
げ
ら
れ

る
。
設
計
や
Ｉ
Ｔ
関
連
等
の
専
門
職
・
技
術
職
を
中

心
に
実
務
経
験
や
資
格
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い

が
、
求
人
側
が
求
め
る
実
務
経
験
、
資
格
を
有
す
る

人
材
は
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
就
業
形
態
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
げ
ら

れ
る
。
景
気
の
悪
化
、
物
価
の
下
落
な
ど
厳
し
い
経

営
環
境
が
続
く
中
、
企
業
は
正
社
員
を
削
減
す
る
一

方
で
、
人
件
費
が
割
安
な
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
非

正
社
員
、
派
遣
労
働
者
や
外
注
下
請
労
働
者
等
の
外

部
人
材
の
活
用
を
積
極
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
技
術

革
新
や
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の
進

展
は
、
従
来
正
社
員
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
非
正
社

員
に
代
替
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

生
産
性
と
賃
金
の
観
点
か
ら
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
等
の
非
正
社
員
の
雇
用
条
件
を
比
較
検
討
す

れ
ば
、
非
正
社
員
は
労
働
者
に
と
っ
て
「
割
に
合
わ

な
い
」
就
業
形
態
で
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
「
割

安
」
な
雇
用
形
態
で
あ
る
。
賃
金
制
度
や
福
利
厚
生

の
面
に
お
い
て
も
処
遇
格
差
が
極
め
て
大
き
い
こ
と

か
ら
も
、
労
働
者
は
正
社
員
と
し
て
の
就
業
を
選
好

し
、
非
正
社
員
と
し
て
の
就
業
を
忌
避
す
る
傾
向
を

強
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
正
社
員
の
求
人
が
減
少

し
て
い
る
半
面
、
非
正
社
員
の
求
人
は
比
較
的
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
。

厳
し
さ
を
増
す
高
卒
者
の
就
職
環
境

　

こ
う
し
た
雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
、
高

卒
予
定
者
の
就
職
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
山
形
労
働
局
が
発
表
し
た
来
春
卒
業
予
定
の

県
内
の
高
校
生
に
対
す
る
求
人
数
は
、
八
月
末
現
在

で
三
千
八
百
九
十
三
人
（
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
二

六
・
八
％
）、
求
人
倍
率
は
○
・
九
九
倍
（
同
マ
イ
ナ

ス
○
・
二
四
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

希
望
者
の
多
い
県
内
企
業
の
求
人
は
千
七
百
二
十
五

人
（
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
三
三
・
三
％
）、
求
人
倍

率
は
○
・
五
五
倍
（
同
マ
イ
ナ
ス
○
・
一
九
ポ
イ
ン

ト
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
高
卒
者
へ
の
求
人
が
減
少
を
続
け
、
雇

用
機
会
が
縮
小
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
人
の
み
な
ら

ず
地
域
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
は

な
い
。

　

県
内
に
お
け
る
高
卒
予
定
者
へ
の
求
人
が
減
少
す

れ
ば
、
当
然
な
が
ら
県
外
へ
の
転
出
が
増
加
し
、
若

年
人
口
の
減
少
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
若
年
層
の
県
外
転
出
は
、
す
な
わ
ち

出
産
適
齢
人
口
の
減
少
で
も
あ
る
。
人
口
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
本
県
に
お
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
を
担
う
若
年
層
の
県
内
へ
の

定
着
が
県
勢
発
展
の
大
き
な
鍵
と
な
る
。
将
来
的
な

地
域
活
力
向
上
の
た
め
に
も
、
こ
れ
以
上
の
求
人
規

模
の
縮
小
を
回
避
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
方
策
を
今

後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

求
人
数
減
少
の
要
因

　

求
人
数
減
少
の
要
因
と
し
て
は
、
企
業
の
人
員
過

剰
感
が
強
ま
る
中
で
、
既
存
社
員
の
雇
用
を
維
持
す

る
た
め
に
、
新
規
採
用
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
中
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る

企
業
ほ
ど
新
卒
の
求
人
及
び
採
用
は
大
き
く
減
退
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
先
行
き
不
透
明
な
経
済
情
勢
の
中
で
は
、

期
間
の
定
め
の
な
い
正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と

は
、
賃
金
や
社
会
保
険
に
伴
う
支
出
が
長
期
に
拘
束

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
企
業
側
も
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
も
企
業
が
正
社
員

27
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と
し
て
採
用
し
た
い
人
材
は
、
既
存
事
業
の
競
争
力

強
化
や
新
規
事
業
・
新
分
野
進
出
の
た
め
に
必
要
な

人
材
で
あ
る
な
ど
、
人
材
ニ
ー
ズ
が
高
度
化
し
て
い

る
こ
と
も
一
因
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
若
年
層
の
職
業
観
の
乏
し
さ
が

指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
質
的
な
面
に
つ
い
て
も
企
業
側

は
厳
し
い
見
方
を
し
て
き
て
い
る
。

　

日
本
経
営
者
団
体
連
盟
が
東
京
経
営
者
協
会
に
加

盟
す
る
東
京
都
内
の
企
業
を
対
象
に
平
成
十
三
年
一

月
に
実
施
し
た
「
高
校
新
卒
者
の
採
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
採
用
（
応
募
）

者
に
対
す
る
不
満
と
し
て
は
、「
勤
労
観
、
職
業
観
」

（
四
五
・
七
％
）
が
最
も
多
く
、
以
下
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」（
三
四
・
○
％
）、「
基
本
的
な
生

活
態
度
、
言
葉
づ
か
い
、
マ
ナ
ー
」（
三
三
・
七
％
）、

「
一
般
常
識
・
一
般
教
養
」（
三
○
・
一
％
）
と
い
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
終
身
雇
用
、
年
功
賃
金
と
い
っ
た
従
来
の

日
本
型
雇
用
の
特
徴
を
変
革
す
る
労
務
人
事
施
策
が

急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
離
職
・
転
職
は
珍

し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
最
初

の
就
職
先
に
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
る
と
い
う
意
識
は

薄
れ
て
き
て
い
る
。
実
際
、
か
な
り
多
く
の
新
規
学

卒
者
が
数
年
の
う
ち
に
離
職
し
て
お
り
、
全
国
的
に

み
た
新
規
学
卒
就
職
者
の
三
年
以
内
の
離
職
者
割
合

は
大
卒
で
約
三
割
、
短
大
卒
で
約
四
割
、
高
卒
で
約

五
割
、
中
卒
で
は
約
七
割
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

新
規
学
卒
者
の
多
く
が
な
ぜ
就
職
後
数
年
で
離
職

し
て
い
る
の
か
。
そ
の
具
体
的
な
離
職
理
由
を
、
労

働
省
「
若
年
者
就
業
実
態
調
査
（
一
九
九
七
年
）」
で

み
る
と
、初
め
て
の
会
社
を
離
職
し
た
理
由
と
し
て
、

「
仕
事
が
自
分
に
合
わ
な
い
」（
二
○
・
三
％
）
と
す

る
者
が
最
も
多
く
、
以
下
「
健
康
上
の
理
由
、
家
庭

の
事
情
、
結
婚
の
た
め
」（
一
五
・
二
％
）、「
人
間
関

28
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図１　具体的な離職理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：％）

資料：労働省「若年者職業実態調査（1997年）」
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係
が
よ
く
な
い
」（
一
三
・
○
％
）、「
労
働
時
間
・
休

日
・
休
暇
の
条
件
が
よ
く
な
か
っ
た
」（
一
○
・
七

％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

選
択
は
自
ら
の
意
思
と
責
任
で

　

若
年
層
の
早
期
離
職
者
増
加
の
要
因
は
、
職
業
観

や
就
職
意
識
の
希
薄
化
、
多
様
化
だ
け
と
は
言
い
難

い
。
生
徒
・
企
業
が
互
い
に
納
得
の
い
く
職
業
や
就

職
先
、
人
材
の
選
択
が
必
ず
し
も
十
分
に
は
行
わ
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
指
定
校

制
、
一
人
一
社
制
、
校
内
選
考
と
い
っ
た
従
来
か
ら

の
就
職
慣
行
の
下
で
は
、
①
原
則
と
し
て
一
度
に
一

社
に
し
か
応
募
で
き
な
い
こ
と
、
②
特
定
企
業
へ
の

希
望
者
が
多
い
場
合
に
は
校
内
選
考
が
行
わ
れ
る
こ

と
、
③
生
徒
の
希
望
や
適
性
よ
り
も
生
徒
の
成
績
や

出
欠
状
況
が
重
視
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
④
企
業
側
に

と
っ
て
も
、
採
用
す
る
人
材
の
選
択
肢
が
少
な
い
こ

と
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
、
生
徒
と
し

て
は
焦
り
な
ど
か
ら
企
業
の
概
要
を
よ
く
把
握
し
な

い
ま
ま
応
募
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
ま
る
だ
ろ
う

し
、
企
業
に
と
っ
て
も
推
薦
さ
れ
た
生
徒
が
必
ず
し

も
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と
は
言
い
切
れ
な
い

面
が
あ
る
。
あ
る
意
味
で
不
本
意
な
就
職
と
採
用
に

な
り
か
ね
な
い
現
行
の
就
職
慣
行
が
、
就
職
後
の
定

着
率
低
下
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

こ
の
た
め
、
生
徒
の
意
思
に
基
づ
く
選
択
・
決
定
を

一
層
重
視
す
る
と
と
も
に
、
採
用
選
考
機
会
を
拡
充

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
校
生
の
職
業
意
識
の
形
成
が
十
分
な
さ

れ
て
い
な
い
の
は
、
日
常
的
な
教
育
や
、
社
会
の
中

で
生
徒
の
意
識
を
形
成
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
不
十

分
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
。
高
校
生
を
含
む
若
年
層
の

職
業
意
識
の
形
成
は
、
将
来
を
担
う
若
者
を
育
て
る

と
い
う
意
味
で
、
単
に
家
庭
や
学
校
の
み
な
ら
ず
社

会
全
体
の
問
題
で
も
あ
る
。
社
会
と
し
て
生
徒
の
職

業
意
識
を
形
成
し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
や
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
活
用

　

学
校
教
育
の
中
で
、
生
徒
や
学
生
の
成
長
段
階
に

応
じ
て
企
業
、
職
業
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
さ

せ
、
興
味
を
持
た
せ
る
方
法
と
し
て
は
、
個
別
企
業

の
見
学
や
合
同
会
社
説
明
会
、
就
職
し
た
卒
業
生
と

の
懇
談
会
や
企
業
経
営
者
の
講
演
等
の
実
施
に
加

え
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
仕
事
、
職
業
に
対
す
る

興
味
・
関
心
を
高
め
、
自
ら
の
適
性
や
適
職
を
考
え

さ
せ
る
契
機
を
与
え
る
う
え
で
大
き
な
意
味
を
持

つ
。
ま
た
、
自
ら
の
職
業
選
択
に
責
任
を
持
つ
と
い

う
視
点
か
ら
も
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
る
。

　

実
際
に
企
業
で
就
業
体
験
を
す
る
こ
と
で
、「
仕
事

の
や
り
が
い
」
や
「
企
業
風
土
」
と
い
っ
た
会
社
案

内
で
は
わ
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
程
度
は
把
握
可
能

と
な
り
、
事
前
の
情
報
不
足
に
よ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

相
当
防
げ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
若
年
層
の
主
な

離
職
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
仕
事
が
自
分

に
合
わ
な
い
」
と
か
「
人
間
関
係
」
と
い
っ
た
こ
と

が
少
な
か
ら
ず
避
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

若
年
層
へ
の
職
業
能
力
開
発
支
援

　

若
年
層
の
職
業
観
の
多
様
化
や
雇
用
環
境
の
構
造

的
な
変
化
な
ど
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
フ
リ
ー

タ
ー
は
、
①
や
り
た
い
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
「
夢

追
い
型
」、
②
高
校
・
大
学
な
ど
の
中
途
退
学
者
や
就

職
し
た
が
会
社
を
や
め
て
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
型
」、
③
就
職
活
動
を
し
た
が

実
現
で
き
な
か
っ
た
「
や
む
を
得
ず
型
」
の
大
き
く

三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
と
先
行
き
不
透
明
感
の
高
ま

り
を
背
景
に
、
求
人
の
絶
対
数
が
減
少
し
て
い
る
中

で
は
、
希
望
ど
お
り
の
就
職
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

多
く
想
定
さ
れ
る
。こ
の
た
め
、「
や
む
を
得
ず
型
」の

フ
リ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

一
方
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
競
争
が
激

化
す
る
に
つ
れ
、
産
業
構
造
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

速
ま
り
、
産
業
間
の
労
働
力
需
給
の
不
均
衡
が
拡
大

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
情
報
化
、
技
術

革
新
が
進
む
中
で
、
単
純
、
定
型
的
な
業
務
を
中
心

に
、
今
後
縮
小
す
る
職
業
が
あ
る
一
方
、
企
業
が
労

働
者
に
求
め
る
職
業
能
力
が
よ
り
高
度
化
、
専
門
化

し
て
い
く
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
労
働

者
の
希
望
す
る
職
業
が
な
く
な
っ
た
り
、
労
働
者
の

持
つ
技
術
が
陳
腐
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
な

ど
労
働
力
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
よ
り
拡
大
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
働
く
場
所
は
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
低
賃
金
、
低
技
能
労
働
が
多
く
、
企
業
も

さ
ほ
ど
定
着
性
を
求
め
な
い
こ
と
か
ら
、
職
業
能
力

の
開
発
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

現
行
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
在
学
し
て
い
る
限
り
は
学

校
の
支
援
が
あ
る
程
度
期
待
で
き
る
も
の
の
、
い
っ

た
ん
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の
枠
か
ら
出
て
し
ま
う
と

就
職
を
手
助
け
す
る
制
度
が
乏
し
い
。
こ
の
た
め
、

こ
う
し
た
フ
リ
ー
タ
ー
が
正
社
員
と
し
て
の
雇
用
を

希
望
す
る
場
合
に
備
え
、
十
分
な
職
業
訓
練
の
機
会

を
提
供
し
、支
援
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
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